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解説
　ケンタッキー州中央部における繁殖牝馬流産症候群（MRLS）の初発生から5ヶ月が経過し、原因に対する科学的調査の進捗状況および馬産業界が受けた被害状況を、客観的に評価することが可能となった。
　原因を特定することは容易ではないが、貴重かつ膨大なデータが収集されている。流産、眼部あるいは心臓疾患などを含むMRLSの発生は、6月末以降発生していない。集中的な獣医師の検査により、散発的な流産例は引き続き報告されているが、症例数は少なくMRLSではないと思われる。
　現在、繁殖シーズンの初期に交配された約100頭の妊娠牝馬に対する調査が毎月実施されている。しかし、2002年の出産シーズンを待たなければ、仔馬の健康状態に関する情報は得られない。
　133ヶ所の牧場を対象とした多様かつ集中的な疫学調査により、原因として考えられるいくつかの可能性が排除された。すなわち、既知の感染症、カビ毒、麦角アルカロイドおよびフィトエストロゲン（phytoestrogen,植物性ｴｽﾄﾛｹﾞﾝ）は原因ではないと結論付けられた。しかし、未知の物質が原因である可能性は否定されていない。
　ブラックチェリー中のシアン毒素が原因ではないかとの「有力な仮説」が、5月の下旬に立てられ、現在も調査中である。トム・トビン博士を中心とした毒物学研究者らが、この仮説の検証に取り組んでいる。
　公的機関および国際的な報道機関は、MRLSのウェブサイトを設立するべきであるとの強い姿勢を示した。このサイトアドレスはwww.ca.uky.eduであり、5月8日以降のアクセス数は28,500を超えている。サイトの更新回数は病気の発生初期に比較し、現在は減少している。
　最も興味深くかつ貴重な情報は、2001年4月の気象データであると考えられている。この月の気象状況が、類似症候群の発生した1981年春のそれに酷似していたからである。
　予防措置が決定するうえで、原因の特定は大きな鍵になるが、原因が特定されなくても、取り組むべき課題は残されている。馬主らは2002年に本症候群が再発する可能性について興味を示しているが、2001年の教訓とする将来の予測は賢明ではないと考えられる。2001年における様々なリスク因子の組み合わせが、2002年においても同様に発生する確率は極めて低いと考えられることから、2002年にMRLSが再発する可能性も非常に低いと思われる。
　可能性が低いとはいえ、誰もが納得するわけではない。したがって、追加的な安全措置を講じる必要がある。様々な環境因子の注意深い監視が、今後の安全を確保することにつながる。そのためには、牧場の管理者、獣医師、科学者および研究所が、詳細な計画を立てて協力する必要がある。これらの円滑な協力体制の確立が、2002年の繁殖シーズンの成功を保証することにつながる。
問い合わせ先：ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄﾞ･ﾊﾟｳｳｪﾙ医師､電話(859)257-2756､dgpowe2@uky.edu.、ｹﾝﾀｯｷｰ大学獣医学部、ﾚｷｼﾝﾄﾝ､ｹﾝﾀｯｷｰ州。
各国の情報
2001年第2四半期
　ニューマーケットの国際照合センターおよびその他の機関は、以下の疾病の発生を報告した。
　英国において、ウマヘルペスウイルス3型（EHV-3）による馬媾疹の発生が報告された（2件、サラブレッド種および非サラブレッド種）。ウマヘルペスウイルスによる呼吸器型が、フランスのサラブレッド種および非サラブレッド種の間で多発したと報告されている。また、日本の同一施設の幼駒においても本疾病の発生が確認されている。EHV-1流産型は、オーストラリア、ドイツ、アイルランド、日本、スウェーデンおよび英国において、発生が報告されている。これら流産の殆どは、単一の繋養施設において個別に発生したものであった。デンマークの障害飛越用馬の厩舎において、EHV-1神経型の発生が報告されている。
　英国において牝馬および2歳馬の2頭が、血清検査により馬ウイルス性動脈炎（EVA）陽性と診断された。これらのウマは、非サラブレッド種の種牡馬（ワクチン未接種）と交配されていた。
　ウマインフルエンザが、フランスの様々な品種のウマに発生したと報告されている。腺疫はオーストラリア、アイルランド、スウェーデン、スイスおよび英国のウマに発生したと報告されている。また、日本においては、3頭の仔ウマが破傷風に感染したと報告されている。
　トルコは、2001年3月に終了した国家鼻疽撲滅計画の結果を報告している。7,500頭のサラブレッド種、アングロアラブ種および様々な競技馬から血液サンプルが採取され、補体結合反応の結果、全頭の鼻疽陰性が判明した。また、トルコ国内のすべてのウマとラバを対象としたマレインテストも実施された。検査対象となった235,286頭のウマとラバのうち、3,509頭（1.5％）が陽性と診断され、安楽死処置が実施された。1頭のロバに臨床症状が観察された以外、臨床症状を呈したウマは存在しなかった。
アメリカ国内の情報
西ナイルウイルス感染症（WNV）の最新情報
　ヒト、ウマ、トリおよび蚊を対象とした疫学監視の結果、西ナイルウイルス感染症（WNV）の発生は、9月10日現在、様々な州およびコロンビア特別区で確認されている（図1を参照）。ヒトでは14件（1人が死亡）の発生が報告されており、その内訳はフロリダ州（4件）、ニューヨーク州（4件）、コネチカット州（3件）、ニュージャージー州（1件）、メリーランド州（1件）およびジョージア州（1件）である。また、ウマでは67件（17頭が死亡）の発生が報告されており、その内訳はフロリダ州（54件）、ジョージア州（5件）、ニューヨーク州（2件）、ペンシルベニア州（2件）、コネチカット州、ケンタッキー州、ルイジアナ州およびヴァージニア州が1件づつである。また、カナダのオンタリオ州およびアメリカの10州（アラバマ、フロリダ、ジョージア、イリノイ、インディアナ、ケンタッキー、ルイジアナ、ミシガン、オハイオおよびウィスコンシンの各州）では、WNVの発生が初めて報告された。
　1999年および2000年においては、トリの中でもカラスからウイルス分離されるケースが最も多かった。蚊の生息地からは、WNVの感染源となる様々な種類の蚊が確認された。これらには、Aedes（シマカ属）、Anopheles（ハマダラカ属）、Coquillettidia、Culex（イエカ属）、Ochlerotatus（ヤブカ属）などが含まれる。
　8月1日、USDA（米農務省）とフォートドッジアニマルヘルス社から、ウマのWNV不活化ワクチンが条件付で使用認可された旨が発表された。
　最新情報は、www.aphis.usda.gov/oa/wnv/index.html.から入手できる。

馬伝染性子宮炎（CEM）－ウマの国際間移動に脅威続く
　1977年に発見されて以来、馬伝染性子宮炎（CEM）はウマの国際間移動に関する大きな懸念材料のひとつとなっている。その理由は、保菌状態の種牡馬や牝馬を介し、容易に全世界へ広がる可能性をもつためである。Taylorella　equigenitalisを病原とするCEMは、ウマ科動物の伝染性疾患であり、繁殖障害を引き起こす。極めて稀なケースであるが、流産および種牡馬の生殖不能の原因となることもある。免疫力の弱い繁殖用馬に本疾病が発生すると、大きな経済的損失を被る可能性がある。CEMは国際獣疫事務局（OIE）によってリストBに分類されており、CEMは、主要な馬生産国の厳格な輸入規制の対象となっている。しかし、厳しい措置が講じられているにもかかわらず、CEMが拡散するリスクは全世界の馬産業界にとって引き続き大きな脅威となっている。過去4年間にわたり、多数の無症候性の保菌種牡馬／牝馬が米国に輸入されたことは、その脅威の重大性を示している。
　1997年9月から2001年6月までの4年間だけでも、Taylorella　equigenitalisに対する輸入検疫時の検査により、16頭（すべて温血種）が保菌馬であることが確認された。その内訳は、種牡馬11頭であり、繁殖牝馬5頭であった。保菌馬の殆どは、ドイツから輸出されたものであった（10頭）。その他の国の内訳は、オランダ（3頭）、チェコ共和国（1頭）、フランス（1頭）および英国（1頭）である。輸入時の種牡馬および繁殖牝馬の年齢は、4‐10歳であった。
　この16頭の保菌馬は、Taylorella　equigenitalisに対する輸出前の検査に基づき、すべてCEMの陰性証明書が発行されていた。これらの検査は、OIEの「診断試験およびワクチンの基準に関するマニュアル（第３版）」に従って実施されたものと思われる。米国到着時に、これらのウマは「CEM発生国からの種牡馬および繁殖牝馬の輸入に関するUSDA規則」に基づき、国際的に受け入れられているプロトコルに従って、Taylorella　equigenitalisの検査が実施されていた。種牡馬の場合は輸入後の追加検査として、2頭の検査用牝馬と交配することが求められた。その後、検査用牝馬への感染の有無を調べるために、検査用牝馬に対する臨床学的、細菌学的および血清学的な検査が実施された。
　輸入された5頭の繁殖牝馬は、陰核にTaylorella　equigenitalisが存在することが容易に確認された。輸入された11頭の種牡馬の中で、米国到着直後の細菌培養試験においてTaylorella　equigenitalis陽性の結果が得られたものは4頭に過ぎなかった。しかし、残りの7頭の種牡馬は、検査用牝馬の感染が認められたことにより、CEMの保菌馬であることが確認された。ここで強調したいことは、保菌種牡馬のうちの5頭が、交配した2頭の検査用牝馬のうちの1頭に感染させたことである。保菌種牡馬においてTaylorella　equigenitalisの培養試験結果の陽性判定が最も高率で得られる部位は、尿道窩であり、次いで尿道遠位部である。以上のことから、保菌状態のウマ（特に保菌種牡馬）の国際間移動により、依然としてCEM拡散の危険性が高いことが強く示唆される。しかし、幸いにもUSDAおよび州の輸入後における種牡馬への追加検査は、必要な安全措置を提供するとともに、CEMが米国に再侵入することを防止したのである。
　この追加検査はCEMを摘発するうえで信頼性をもつことが証明されたが、絶対的に確実な方法ではない。1997年以降、米国へのCEM陽性馬の輸入頻度が増大していることを考慮すると、保菌馬（主に種牡馬）が輸入検査をすり抜けて米国にCEMを侵入させ、CEMに対する抵抗力が極めて弱い繁殖用牝馬に、再びCEMを定着させる危険性は増大しているといえる。
　現在、輸出検査時におけるCEMの摘発能力は、各国の研究所により著しく異なると考えられる。この原因がサンプルの採取方法、研究所への輸送方法あるいは細菌培養の手順のいずれによるものかは、今後確認する必要があろう。種牡馬に対して検査用牝馬への交配試験を細菌培養試験の補完的検査として実施する重要性は、いくら強調しても強調し過ぎることはない。
　CEMの国際的な拡散を防止するためには、各国が繁殖用馬の輸出検査時におけるCEM検査プロトコルを遵守する必要がある。
問い合わせ先：ﾋﾟｰﾀｰ･ﾃｨﾓﾆｰ医師､電話(859)257-1531､ptimoney@ca.uky.edu.、ｹﾝﾀｯｷｰ大学獣医学部、ﾚｷｼﾝﾄﾝ､ｹﾝﾀｯｷｰ州。
ケンタッキー州の情報
ウマヘルペスウイルスによる流産
　ケンタッキー州中央部において、サラブレッド種に対するウマヘルペスウイルス1型（EHV-1）流産型の発生を監視する活動は、過去42年間にわたり継続されている。牧場の管理者は本疾病の監視活動に協力的であり、すべての流産胎子を検査のために提出している。したがって、家畜疾病診断センター（LDDC）により確認されたEHV-1（流産型）の近年における発生件数（図2を参照）は、本疾病の発生状況を正確に反映している。
　妊娠牝馬の頭数は、毎年ジョッキークラブにより登録された仔馬の頭数から割り出されており、登録仔馬の頭数は妊娠牝馬の概ね７０％と考えられている。ジョッキークラブの2001年のファクトブック（詳細情報）によると、1999年にケンタッキー州で登録された仔馬は9,826頭（全米産駒の30％）であったことから、妊娠牝馬の頭数は約14,000頭と推測され、過去42年間で最大の頭数となった。妊娠牝馬頭数が2倍に増加したが、妊娠牝馬1,000頭あたりのEHV-1による流産発生件数は、1977年以降5件を下回る水準を維持している。1977年以降における年間のEHV-1による流産発生件数は、1993年が最も少なく（11件）、1997年が最も多い（47件）。また、2000年および2001年の発生件数は、それぞれ27件および25件であった。
　年月の経過に伴い本疾病の疫学状況は、著しく変化してきた。現在、殆どの流産は個々の繋養施設において1件づつ発生しているが、1950年代および60年代は「嵐のような流産の流行」が多く認められた。しかし、適切なワクチン接種が行なわれた牧場にもかかわらず、EHV-1による流産が複数発生することも認められる。このような流行例においては、初発例が、その後の流産の感染源となったことがしばしば証明されている。流産胎子と胎盤には多量のウイルスが存在し、予防接種を受けた牝馬の免疫力を超えて、感染を引き起こす。
　本疾病に関するデータは、図3に示されている予防法の遵守および妊娠5、7、9ヶ月目の牝馬への予防接種が、馬の健康維持に大きく寄与することを明確に示している。図3の予防法の中でも、最も有効と思われることは、出産予定日に基づいて妊娠牝馬を少数群に分け、それらを隔離して繋養することである。
図1：濃い色の州―ヒトおよびウマのWNV発生州
　　　薄い色の州―トリのWNV発生　and/or　ウイルスを有する蚊が確認された州
2001年9月10日現在の西ナイルウイルスの最新情報
左上から、ミシガン州、ウィスコンシン州、ペンシルベニア州（ウマ2頭）、イリノイ州、オハイオ州、インディアナ州、ケンタッキー州（ウマ1頭）、ヴァージニア州（ウマ1頭）、ルイジアナ州（ウマ1頭）
右上から、カナダ、ニューハンプシャー州、ニューヨーク州（ヒト4人、ウマ2頭）、マサチューセッツ州、ロードアイランド州、コネチカット州（ヒト3人、ウマ1頭）、ニュージャージー州（ヒト1人）、メリーランド州（ヒト1人）、ワシントンDC、ジョージア州（ヒト1人（死亡）、ウマ5頭）、フロリダ州（ヒト4人、ウマ54頭）、アラバマ州
図2：EHV-1流産型の発生率およびケンタッキー州におけるサラブレッド種の繁殖牝馬頭数、1957-1999年
左側：妊娠牝馬1,000頭あたりの流産発生率。
右側：妊娠牝馬頭数（単位は1,000頭）。
図3：EHV-1による流産の予防
・妊娠牝馬を出産予定日によって群分けし、隔離状態を維持すること。
・すべての新生仔馬は、21日間隔離すること。
・初産の牝馬は、経産馬から隔離すること。
・牝馬をある厩舎から移動させた場合は、同一厩舎に新たな牝馬を入れてはならない。
・ワクチンプログラムを遵守すること。
・妊娠牝馬は、離乳した仔馬やその他の馬から隔離すること。
・乳母の役割を担っている牝馬は、妊娠牝馬から隔離すること。
問い合わせ先：ﾒｱﾘｰ･ﾘﾝ･ｳﾞｨｯｶｰｽﾞ医師､電話(859)253-0571､mvickers@ca.uky.edu.、家畜疾病診断ｾﾝﾀｰ、あるいは、ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄﾞ･ﾊﾟｳｳｪﾙ医師､電話(859)257-2756､dgpowe2@uky.edu.、ｹﾝﾀｯｷｰ大学獣医学部、ﾚｷｼﾝﾄﾝ､ｹﾝﾀｯｷｰ州。
子宮の動脈破裂
　毎年、生殖器官の大血管の破裂（一般的には子宮動脈）により死亡した牝馬が、ケンタッキー大学の家畜疾病診断センター（LDDC）に搬入されている。
　この種の動脈破裂が発生した牝馬は、死亡状態で発見されることが多い。稀に、ショック状態――疝痛症状、発汗、震え、粘膜の蒼白化および心拍数の上昇――を呈した状態で発見される場合もある。このような牝馬の約50％は最終的に死亡するが、約５０％は治療により生存する。
　動脈破裂は分娩時の頻度が最も高いが、分娩の数週間前あるいは数週間後に発生する場合もある。また、一般的に高齢の牝馬に多く認められる。その原因は、高齢による動脈壁の脆弱化、あるいは妊娠・出産による血管の拡張と収縮の繰り返しと考えられている。
　子宮動脈破裂の生前診断は、臨床検査により実施できる。すなわち、注意深い直腸検査（触診）や超音波検査の実施により、子宮広間膜の血腫の存在を発見できる。また、腹腔穿刺により、腹水中の血液を確認できる。
　治療法は、馬房休養、鎮静剤あるいは鎮痛剤の投与、オキシトシンの投与（子宮収縮作用を有する）、輸液あるいは輸血などである。麻酔によるリスクが伴なう上に、破裂動脈を発見して結紮することは極めて困難であることから、一般的に手術は有効な選択肢ではない。
　生存している場合は、動脈の裂傷が小さく、出血が子宮広間膜内に限局されていることが多い。動脈破裂の発症後、しばらく生存した後に死亡する例では、当初は出血が子宮広間膜内に限局されているが、その後子宮広間膜が破裂して腹腔内に大量出血したものと考えられる。
　子宮動脈の破裂により死亡した牝馬においては、歯肉、結膜、陰門の蒼白感および腹腔内には大量の血液（血餅）が認められる。また、しばしば子宮周囲の結合組織の出血や子宮広間膜の血腫が観察される。
　注意深い動脈の切開により、破裂部位を発見できる。破裂は、動脈の様々な部位で発生する可能性がある。破裂部位は、一般的に2-3cmの長さであり、血管の長軸に平行である。動脈瘤が観察されることは稀である。
　裂傷部の辺縁は粗造であり、血餅とフィブリンが血管に付着していることが多い。破裂は子宮動脈に発生することが多いが、卵巣や腸骨の動脈においてもみられる。
　子宮動脈の破裂は悲劇的かつ突発的な出来事であり、予防法はない。馬主や牧場の管理者は、特に高齢牝馬の場合、難産の介助や、迅速に獣医の支援を求めることにより、動脈破裂に対応できる。また、分娩前後の注意深い監視により、出血の徴候を発見して治療を早期に開始できる体制を整えておく必要がある。
問い合わせ先：ﾆｰﾙ･ｳｲﾘｱﾑｽﾞ医師､電話(859)253-0571､nmillia@ca.uky.edu.、家畜疾病診断ｾﾝﾀｰ、ｹﾝﾀｯｷｰ大学、ﾚｷｼﾝﾄﾝ､ｹﾝﾀｯｷｰ州。
繁殖牝馬流産症候群（MRLS）の疫学調査
　疫学調査は答えが欲しい質問をし、その回答を集計するだけであるため、一見したところ、その実施は容易と思われる。5月7日にケンタッキー州サラブレッド牧場管理者クラブのメンバーが実施したアンケート調査（５つの質問からなる短い質問表を使用した調査）は、簡単な作業であった。このアンケート調査では、159の回答が5月10日の午前10時までに電子メールあるいはファックスで寄せられ、結果は翌日の夕刻に公表された。ボランティアメンバーのジョン・ウォーカー医師は、約10時間を費やして、データの収集とコンピュータによる分析を実施した。
　しかし、牧場、牧草地および個々のウマにおける複数のリスクの可能性を科学的に確認・分析するアンケート調査表の作成は、極めて複雑な作業であった。また、最終結果には比較分析のために分子と分母を決定する必要があったことから、質問の文章や表現を決定することも、極めて困難な作業であった。
　今回の緊急事態においては、アンケート調査表の作成方法や分析方法を学んでいる余裕は存在しなかった。そこで、我々はUSDAの疫学・家畜保健センター（CEAH)の専門家に援助を依頼した。家畜を対象とした全国的な学術的調査の設計・分析を行なっている同センターの専門家は、我々の依頼に快く応じてくれた。一般人に馴染み深いことは、同センターの専門家が行なったウマを対象にした1998年の全国家畜保健監視システム（NAHMS)に関する活動であろう。この活動内容は、様々な文章や科学文献に幅広く引用されており、国内および国際会議でもしばしば公表されている。
　我々が依頼したアンケート調査には、200人以上の牧場関係者が参加した。本調査の目的は、MRLSに関連する潜在的な危険因子、予防法および継続調査の必要がある項目を抽出することであった。調査結果は、www.ca.uky.eduで公表される予定である。
　本調査は、牧場関係者、獣医師、馬産業界の代表者、研究者および政府機関が大規模な共同作業を行なった最も顕著な例である。これらの人々と組織は、馬産業界にとって大きな意味を有し、かつ経済的に重大な影響を与えるMRLSの問題を解決するために結集したのである。
MRLS疫学調査の経過
5月10日―グルック・センターのロバータ・ドワイヤー医師に、疫学調査が依頼される。
5月11―12日―疫学調査委員会が、以下の人物に連絡を取る。
・ロバート・コールマン博士、動物科学栄養学者。
・ラルフ・ドゥ・アージ博士、経済学者。
・バリー・フィッツジェラルド博士、生殖生理学者。
・バリー・ミード獣医、USDAの疫学専門家。
・マイケル・パヴリック獣医、USDAの現場獣医師。
5月14、16日―調査計画作成のために、コロラド州フォートコリンズのUSDA疫学・家畜保健センター（CEAH）との会議が召集される。
5月16-21日―150ヶ所の牧場を直接訪問して、調査計画が作成される。質問分野が決定される。
5月21-25日―CEAHのリンゼイ・ガーバー医師がレキシントンに到着。調査表の原案が作成される。
5月24日―ケンタッキー州馬開業獣医師協会（KAEP)の新規疾病対策委員会が、調査表の原案を読み、追加すべき調査分野についての提言を行なうことに同意する。
5月26日―調査表の最終原案がCEAHに電子メールで送られる。
5月25-28日―州政府と連邦政府の従業員、ボランティア、獣医師、科学者、および資格を持つボランティアが参加する。
5月29日―調査表の最終原案の電子メールを受信する。23人のボランティアが、地理的な分布に基づいて150ヶ所の牧場に割り当てられる。牧場に多くの電話が掛けられ、獣医師が、基準に従うよう要請する。調査の訓練計画がパヴリック医師とドワイヤー医師により作成される。ケンタッキー・サラブレッド牧場管理者クラブのリンダ・ジェイビッドが、初めての牧場訪問のアポイントメントを取る。
5月30日―調査係がグルック馬研究センターに集まり、牧場の割り当てが行なわれる。調査が開始される。
5月30日―6月8日―最初の8日間で100以上の牧場が調査された。データがコード化され、バリー・ミードが入力した。データは、データを分析するためのコンピュータ・プログラムを開発したCEAHに電子的に送られた。
6月8-18日―調査が終了する。
6月20日―MRLSに関するKAEPの総会が開かれる。80人のメンバーすべてに対して、彼等が特に分析を要求した危険因子を組み合わせ、編集するよう要請される。
6月26日―データの検証が終了する（例えば、数字の6と0の確認）。最終的な牧場調査情報がCEAHに電子的に送られる。
7月2日―調査の中間結果が、獣医学部のウェブサイトに掲載される。
7月2-9日―個々の牝馬の調査形態が最終的に決定される。無作為に選ばれた6ヶ所の牧場は、300頭の牝馬の調査に同意する。
7月11日―8月24日―個々の牝馬の調査が終了し、データが検証されコード化されて、分析のためにCEAHに電子メールで送られる。
8月9-11日―ドワイヤー医師がCEAHを訪れ、牧場と牧草地の調査結果をまとめる。
問い合わせ先：ﾛﾊﾞｰﾀ･ﾄﾞﾜｲﾔｰ医師、電話(859)257-4285､emdwyer@uky.edu.、ｹﾝﾀｯｷｰ大学獣医学部、ﾚｷｼﾝﾄﾝ､ｹﾝﾀｯｷｰ州。
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